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若松公民館

　若松公民館の館長としての勤務が２年目を迎えまし
た。よろしくお願いします。当館では、今年度も小・中・
高校生や特別支援学校、親子や成人、シルバー世代の
方など、幅広い世代が参加できる講座を計画しています。
その中からいくつかご紹介させていただきたいと思い
ます。まず、中・高校生を対象として、講師に大学の
先生をお招きした 「体幹トレーニング基礎講座」 を予定
しています。２年連続コロナの関係で実施できなかっ
たので、感染の状況次第ではオンラインなどの工夫を
して開催したいと考えています。次に、例年実施して
いる小中学生と保護者を対象とした坂月川愛好会との連

携講座につきましては、昨年度「第３回ちば講座アワー
ド」で優良賞を受賞しました。次世代へ継承するリー
ダーの育成を目指し、地域の豊かな自然環境を守る意
識をはぐくむためにも今後も継続していきたい講座で
す。また、４月から毎月１回継続して行う「フレイル予

防講座」 は、３月に行った「フレイル予防の基礎知識～お
話と運動～」を発展させた内容となっています。これ以外
にも、皆様の興味・関心、ニーズに応じた講座を計画して
いますので、「市政だより」や「公民館情報誌」、当館発行の「公
民館だより」やチラシをご覧いただいてご参加ください。

検　索

　　て、接触を伴うダンスや調理などコロナ感染によ
る活動の制限や、利用者の高齢化に伴うサークル活動
の衰退がどこの公民館でも悩みの一つになります。当
館では新たなサークルの創設を目指して昨年度 「お菓

子作り教室」 を開催し、無事にサークルとして活動を
始めています。今年度は 「ハーブ教室」 を企画し、こ
ちらもサークルの創設を目標とした講座です。
　　後になりますが、昨年度は作品の展示だけ行った
文化祭ですが、若松公民館クラブ等連絡協議会の皆さま
と話し合い、何ができるのかを見極めてサークル活動の
励みとなるような文化祭が開催で
きればと考えています。また、本
館には図書室も併設されていま
す。地域に根差した社会教育施設
として、皆様のご利用をお待ちい
たしています。

若松公民館長　伊藤　直樹

新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、ご協力ください。
１、各部屋の定員は通常の半数以下です。
２、自宅で体温を測る等、健康チェックを行ってください。
３、３密を避けることを心がけてください。

★　★　★　★　★　★
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本紙は若松中、小倉小、若松小、若松台小、第 32 地区町内自治会に配布しています。

新旧理事がそろって写真撮影をしました。
お名前は、館内に掲示しています。

当会は若松公民館を利用するサークルの有志からなる仲間で公民館
運営のサポートや地域に貢献することを目的としています。

クラブ等連絡協議会 開かれるの代表者会
4 月 14 日と 28 日に、各サークルの代表者が
集まり、昨年度の事業・予算報告、今後の方
針について話し合われました。また、長い間
公民館を通じて地域力の向上に努められて↗

きた理事の方々の退任が発表され、引継ぎ式
が行われました。

前・会長　中谷 きよ様

前・副会長　腰越 眞一郎様

2 代目会長として 30 年以上にわたり地域の発展に尽力されました。
「皆様に支えられ努めることができました。感謝申し上げます。新しい体
制になりましても、ぜひ地域の中の公民館として地域の発展に貢献してい
ただきたいと願います。」

舵取り役として文化祭の運営に関わるとともに、園芸同好会の代表と
して、年間を通じて館の美化に尽力されました。

新・会長　林 大雄様（太極拳同好会）

前・庶務　高橋 武勇様
各方面への調整や資料作りに尽力されました。また、若葉区運営審議会の
委員として、会議等に出席いただき、社会教育の発展に貢献いただきました。

「わからないこともたくさんありますので、先輩方からアドバイスをもらい、
また皆様にもご協力いただきながら進めていきたいと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。」
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令和４年度　公民館職員一覧
公民館の運営が、千葉市教育委員会から、（公財）千葉市教育振興財団に移行し、
５年目となります。親しみやすい公民館づくりに努力してまいります。

　　館　長   伊藤 直樹
　　正　規　苫米地 直樹（主に図書室関係）
　　契　約　中村 愛（主に主催行事関係）
　　非常勤職員   小松 悦子（事 務）

髙橋 真知（図書室）
齋藤 好賢（図書室）
遠藤 令子（図書室）
蓑輪 裕美（図書室）
夜　間　管　理 （ 17 時 ～ 21 時 ）　
星 茂／大友 ヤチヨ（清掃も兼務）

★新任


